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１．目的及び成果目標 

ＢＳ放送（右旋帯域）において、周波数の効率的利用のため、既存の周波数帯の範囲内での２Ｋ放送

から４Ｋ放送への円滑な移行に必要な技術的課題等について検討を実施し、技術的条件を取得する。 

２．試験実施概要 

① ２Ｋ放送の映像符号化方式の高度化による帯域の有効利用に係る検証 

現在、ＭＰＥＧ２方式を採用している２Ｋ放送について、４Ｋ放送と同じＨＥＶＣ方式を採用する

ことにより、より少ない帯域で放送が可能となるよう、符号化・多重化等のパラメータの調整やスロッ

ト数に応じた画質評価の実施に加え、チャンネル数増加等によるデータ放送等に係る受信機の影響を

極小化するための検証を行う。 

２カ年での実施を予定しており、１年目には４Ｋ放送への移行手順及び２Ｋ放送のＨＥＶＣ化に関

する机上検討と、それを踏まえた設備の設計・試作を行い、２年目には当該設備を用いた検証を行う。 

 

② 既存の２Ｋ放送（８ＰＳＫ）の波と４Ｋ放送（１６ＡＰＳＫ）に移行後の波の隣接時の影響排除の

ための衛星基幹放送局及び地球局の空中線電力の調整に係る検証 

既存の２Ｋ放送（８ＰＳＫ）のトランスポンダのリグロース成分が、隣接する１６ＡＰＳＫのトラン

スポンダに影響することで、受信状況が悪化した場合等に１６ＡＰＳＫの波の所要のＣ／Ｎが確保出

来ず８ＰＳＫより受信が不利になる可能性があるところ。今後、４Ｋへの移行過程で８ＰＳＫと１６

ＡＰＳＫのトランスポンダの隣接が増えれば悪影響を受ける可能性のあるチャンネルも増える。その

ため、１６ＡＰＳＫの波の品質が保たれるよう、８ＰＳＫの波や受信機側に影響を与えない範囲での

妥当な出力の増力について、試験局を用いて検証を行う。 

２カ年での実施を予定しており、１年目には無線局のアンテナ特性、降雨減衰等環境調査をした上

で設備試作、机上検討を実施し、２年目には衛星、地球局側それぞれ実機を用いた検証を行う。 

３．得られた成果 

①について、ＨＥＶＣ化した２Ｋ番組の実機検証環境の確認を実施しており、次年度に実施予定の

２Ｋ／４Ｋ放送の混在や複数事業者を想定した実機検証環境の準備が完了した。２年目に計画されて

いる検証の結果を踏まえ、2019年５月に改正された放送法に基づき整備した周波数使用基準において、

ＨＥＶＣ方式の２Ｋ放送の基準追加を検討する。 

②について、無線局のアンテナ特性、降雨減衰等環境調査を実施し、調査結果を踏まえ設備試作、机

上検討を完了した。また、次年度実施予定の地球局・衛星を用いた実機検証を行うための実験試験局免

許を取得した。２年目に計画されている実機検証の結果を踏まえ、衛星基幹放送局の最大出力に係る

技術基準の改正を検討する。 
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